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「
桜
」
は
日
本
の
国
花
で
日
本
人
に
特
別
に
愛
さ
れ
て
き
た
花
で
す
。
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の
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は
水
門
川
の
辺
り
で
詠
ま
れ
た

句
で
し
よ
う
か
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見
事
に
咲
い
て
い
た
桜
も
あ
っ
と
言
う
間
に
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
作
者
は
、
散
っ
て
も
な
お
川

面
の
枝
に
寄
る
花
び
ら
に
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を
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ど
の
湿
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る
場
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に
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で
い
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百
足
虫
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も
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、
見
た
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も
悪
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さ
さ
れ
る
と
か
な
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じ
ま
す
。
殺
虫
剤
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な
か
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か
死
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せ
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お
母
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勇
気
を
出
し
て
、
足
で
踏
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づ
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の
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ね
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お
母
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ん
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必
死
な
様
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が
伝
わ
っ
て
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む
か
で
は
夏

の
季
語
で
、
下
五
に
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お
わ
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と
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の
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が
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も
し
ろ
い
句
に
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。
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は
目
が
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き
く
飛
び
出
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て
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の
で
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

く
い
せ
川
で
、
よ
く
め
だ
か
を
見
つ
け
ま
し
た
ね
。
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だ
か
は
群
れ
で
お
よ
い
で
い
る
の
で
、
歌
に
も
あ
る
よ
う
に

ま
る
で
学
校
の
よ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
は
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
な
か
な
か
登
校
で
き
ず
と
て
も
残
念
で
す

ね
。
早
く
も
と
ど
お
り
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
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